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コンクリート構造物の維持管理に！ 

蛍光Ｘ線分析装置による塩素濃度測定 
 

 

測定時間 3分！コンクリート中の塩分濃度分析装置 

蛍光Ｘ線分析装置は、物質にＸ線を照射し、物質から発生した蛍光Ｘ線のエネルギーの強さ

から、物質の化学組成を調べることができる装置です。この装置によって、コンクリート中に

存在する塩素の濃度を迅速かつ簡易に測定することができます。当社では、この機器を橋梁な

どの塩害調査に活用し、道路インフラ維持管理における現状診断に役立てています。 

 

 

 
 

 

塩素濃度測定のフロー比較 
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東北自動車道橋梁コンクリートの塩分濃度調査 

 東北地方をはじめとする寒冷地では、路面の凍結防止や融雪を目的に塩化ナトリウムや塩

化カルシウムなどを路面散布します。これらが周辺の橋梁のコンクリートに浸透して内部の

鉄筋が錆びつくことにより、鉄筋の強度が低下するという塩害が問題となっています。当社で

はこういった場所の現状調査のため蛍光 X 線分析装置を活用し、塩害の状況を迅速かつ簡易

的に把握することに役立てています。 

 

 

塩分がコンクリート構造物にどれくらい付着・浸透しているかを調査し、 

橋梁の補修・維持管理に役立てます。 

 

実施事例：東北自動車道 

（岩手県八幡平市小柳田（安代 IC）～秋田県鹿角市八幡平（鹿角八幡平 IC）） 
 

①試料の採取 

鉄筋位置を確認した上で､ドリルでコンクリートを穿孔し､発生したドリル粉を深さ２cm ご

とに採取する。 
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②試料の調整・粉砕 

ドリル粉試料を風乾後、75μm 以下に粉砕して、サンプルカップにつめる。 

 

③蛍光Ｘ線分析装置を用いて試料測定 

多量の試料が短時間かつ高精度で測定できるようになったことで 

補修対象箇所を見落とすことなく高精度に絞り込み可能に！ 

 

④補修対策範囲の検討 

調査の結果をもとに、補修対策が必要な範囲を定め、適切な補修方法を検討します。 

◎補修対策の例 

 ・悪い（塩分濃度の高い）深度の部分を「はつる（削る）」 

 ・はつった後、亜硝酸（鉄筋の防錆効果がある）を塗る 

 ・はつった後、塩分吸着剤を添加 など 

 


